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大分県におけるハチクマの繁殖記録

渡会満寿男'2･矢野真紀夫２
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2.希少生物研究会.〒879-7141大分県大野郡三重町大字秋葉640-3

はじめに

ハチクマルmisap/ｖｏノッsは,ロシア東部･モンゴル･中国北東部･北朝鮮北部･日本で繁殖し,東

南アジアで越冬する中型の猛禽類で，日本では北海道から九州地方まで繁殖している(森岡ほか

1995)．しかし,北海道や西日本での繁殖記録は少なく,繁殖記録が論文等で報告されていないた

め，日本鳥類目録(日本鳥類目録編集委員会2000)では,九州地方におけるハチクマの繁殖は記

載されていない．

大分県内では，1992年以前からハチクマが繁殖していることが確認されており（日本野鳥の会大

分県支部1992)，大分県版レッドデータブックでは夏烏とされている(大分県生活環境部生活環境

課2001)．しかし,繁殖状況についての詳細な記録はない.そこで筆者らは,2003年８月に大分県

内でハチクマの繁殖を確認したので,その状況について報告する．

繁殖地の環境および調査方法

ハチクマの繁殖が確認された場所は,大分県大分市内の丘陵地から300ｍ程度の低山帯であ

る.繁殖地一帯はウラジロガシQue′℃“saﾉﾂbﾉi"a,アラカシＱ,ｇＡａｕｃａを主体とした常緑広葉樹で，

スギＱ:）,prome施伽･ﾉﾌ“ヒノキchamaeczpa応o6ruse植林やアカマツ肋ｕｓｄｾﾉ7s伽履a林も多

い.繁殖地の詳細な地名は,密猟や過度の観察行為を防ぐために明記しない．

営巣地の探索は８倍の双眼鏡および20～60倍の望遠鏡をもちいた.営巣地を推定するため,定

点調査にて親鳥による巣内ビナヘの餌の運搬行動を観察し,現地踏査により営巣木の探索を行

なった.営巣木を確認できた後に,巣から20ｍほど離れた場所にブラインドを設置し,その中から巣

内の観察を行なった.調査は2003年７月12,15日，８月５，９，１１，１２日に行なった．

営巣の確認

2003年７月１２日にハチクマの雄が飛翻しているところを観察した.繁殖の可能性が考えられたた

め,営巣場所を明らかにする調査を開始した.７月１５日にはハチの巣を運んでいる雄成烏が観察さ

れ,８月５日にはその運搬方向へ定点を移動して観察を行ない,低空を飛報する雄成鳥を確認し

た.８月９日にも同じ場所で定点観察を行なったところ,近隣の常緑広葉樹林内からハチクマの成
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